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4．Tl－201心筋イメージング法によるACバイパス術

　後のグラフト開存に関する評価
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　AC　bypass術を施行した64例（狭心症29例，心筋梗塞

35例）を対象に，負荷心筋イメージング法（Ex－Tl－IM）で

グラフトの開存性を検討した．術前のExT1－IMで

reversible　defectを呈した領域への74　graftsでは術後に

心筋灌流量が増大した67grafts中64　rafts（96％）が開

存し，増大しなかった7grafts中6grafts（86％）が閉塞

し有意差（p＜0．001）を認めた．術前にfixed　defectであ

った20graftsに関しては3graftsの領域のみ術後に心

筋灌流量は増大し，2grafts（67％）の開存は確認された

が変化しない17graftsの領域は評価できなかった．また

術前no　defectであった61　graftsに関しても，術後

new　defectが生じた1graftの領域は閉塞していたが，

変化しない60graftsは評価できなかった．　ExTl－IMは

AC　bypass術のgraft開存を評価するにあたり，術前に

reversible　defectを認める領域に対しきわめて有用であ

ったが，fixed　defectやno　defect領域のgraft開存を

予測するには限界がみられた．

5．コンピューターに接続したγ一力メラによる下肢リ

　　ンパ流に対する毛細血管内静水圧の影響
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　対象は健康人12例（男女比7：6，26．2±8．9歳），各種疾

患患者14例（男女比4：10，51．6士13．1歳）であった．方

法は臥位にて99mTc－HSA　O．1　m13mCiを前脛骨部皮下

に注入，大腿部にて40分間記録し，時間放射能曲線をリ

ンパ流として得た．末梢静脈圧PVPを足背静脈にて測

定し，10分ごとに（1）下肢下垂18例（健康人6，患者12），

（2）カブによる加圧9例（健康人6，患者3）を行った．

　結果：PVP上昇によりリンパ流充進をきたした者は

59．3％（16／27）で，健康人41．7％（5／12、，患者73．3％

（11／15）であった．さらに元進例16例中PVP＜30　mm

H20でリンパ流元進したものは0，30≦PVP＜40で3，
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40≦PVP≦50で10，50≦PVP＜60で2，60≦PVPで1

例であった．

　結語：下肢では末梢静脈圧がほぼ35～60mmH20に

達するとリンパ流が活発化する傾向にある．

6．1・1231MP　SPECTによりcrossed　cerebeliar　dia・

　　schisisを疑われた症例
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　3例の脳梗塞患者に対して1－1231MP　SPECTを施行

し，crossed　cerebellar　diaschisisを呈した症例を経験し

たので報告する．

　第1例は49歳男性，右片麻痺があり，IMPで左前頭

葉から頭頂葉，病巣と対側の小脳半球でperfusionの低

下をみた．血管造影で左中大脳動脈起始部の閉塞がみら

れ，X－CTでは左基底核の低吸収域を認めるのみであっ

た．第2例は78歳男性，左片麻痺と左半側空間失調を認め，

IMPで右前頭葉から頭頂葉，さらに対側小脳半球への

perfusionの低下を認めた．　X－CTではcerebral　atrophy

のみであった．第3例は63歳男性で右上肢知覚障害と右

片麻庫を呈し，IMPで左大脳半球の広範な領域および

対側小脳半球にperfusionの低下を認めた．　X－CTでは

左前頭葉深部から頭頂葉にかけて低吸収域を認めた．

crossed　cerebellar　diaschisisは1981年，　Baronらが1502

を用いたPETによる報告を行ったが，1－1231MP　SPECT

によって簡便に診断できると考えられた．

7．1231・IMP所見とXCT所見とに相違のみられた脳

　疾患症例
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　局所脳血流を反映していると言われているN－iso－

propyl－P［1231］－Iodoamphetamine（IMP）によるSPECT

所見とX線CT所見との間に相違のみられた脳血管障

害例について報告する．

　〔症例1〕70歳，女性，2年前に脳出血あるも軽快，本
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